
 

 

 
 
 
 
 
 

教 員 

  

教育管理職 

成長段階 

教諭 主任教諭 
指導教諭 主幹教諭 

求められる
能力や役割 

副校長 校長 
基礎形成期 伸長期 充実期 

１～３年目 ４年目～ ９年目～ 11 年目～ ○学校経営の視点
で、組織目標の達
成や人的管理がで
きる力を身に付ける
とともに、所属職員
の人材育成につい
て責任をもつ。 

○教育者として高い見
識をもち、広い視野
で学校経営ができる
力を身に付けるとと
もに、副校長等の人
材育成について責
任をもつ。 

求められる 
能力や役割 

○教員としての基礎的な力を
身に付ける。 

○教職への使命感、教育公務
員としての自覚を身に付け
る。 

○知識や経験に基づく実践力
を高め、初任者等に助言す
る。 

○主任教諭を補佐し、分掌組
織の一員として貢献する。 

○校務分掌などにおける学校
運営上の重要な役割を担
当する。 

○同僚や若手教員への指導
的役割を担う。 

○高い専門性と優れた指導
力を身に付け、都公立学
校教員全体の授業力の
向上を図る。 

○学校運営組織における中
心的な役割を担う。 

○管理職を補佐し、教員
を育成する。 

  

   

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

学習指導力  

・学習指導要領の趣旨を踏まえ、ねらいに迫るための指導 
計画の作成及び学習指導を行うことができる。 
・児童・生徒の興味・関心を引き出し、個に応じた指導ができる。 
・主体的な学習を促すことができる。 
・学習状況を適切に評価し、授業を進めることができる。 
・授業を振り返り、改善できる。 
 

・児童・生徒の主体的な学習
を促し、若手教員の模範とな
る授業ができる。 
・若手教員の指導上の課題を
捉え、助言・提案等ができる。 
・授業改善や授業評価につい
て、実態や課題を捉え、解決
策を提案できる。 

・自らの授業を積極的に公
開するとともに、自校又は他
校の求めに応じて授業を観
察し、指導・助言することが
できる。 
・教科指導資料等の開発、
模範となる教科指導のため
の教材開発等を行うことが
できる。 

・年間授業計画の実施状
況を把握し、学年主任や
教科主任に指導・助言で
きる。 
・学校全体の年間授業計
画や授業改善推進プラ
ン、個別指導計画、評価
計画等を作成することが
できる。 

 

 

 

  

 

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

学校 
経営力 

・校長の経営方針を
踏まえ、学校が組織
として機能するよう、
全教職員を適材適
所に配置して、課題
を解決できる。 

・学校経営目標達成
のため、学校経営
上の課題を早期に
把握し、課題解決
のため、組織的に学
校改革を推進するこ
とができる。 

生活指導力・
進路指導力 

・児童・生徒と信頼関係を構築
して、授業、学級での規律を
確立できる。 
・生活指導上の問題に直面し
た際、他の教員に相談しなが
ら解決できる。 
・児童・生徒の状況に応じたキャ
リア教育の計画を立てることが
できる。 

・他学年や他学級の生活指
導上の問題について、共に
対応したり、効果的な指導
方法について助言したりでき
る。 
・児童・生徒の個性や能力の
伸長及び社会性の育成を通
して自己実現を図る指導を
行うことができる。 

・若手教員が抱える課題に気
付き、解決に向け指導・助言
することができる。 
・児童・生徒に自己有用感を
もたせることができる。 
・自校の課題について、解決策
を提案することができる。 

・児童・生徒の観察や他の教員からの情報収集に基づ
き、自校の生活指導・進路指導の課題を捉え、管理職
と連携して、改善策を提案し、実行することができる。 
・指導方針や指導方法の徹底に向け主任教諭等への指
示や連絡・調整を行うことができる。 
・児童・生徒の個性や能力を把握し、自己実現に向けた
生活指導・進路指導の計画・実施を行うことができる。 

 
外部 
折衝力 

・保護者や地域、関
係機関の意見や要
望を的確に把握し、
外部人材活用や関
係諸機関との連携
を積極的に進めて、
校長の助言を受け、
適切に対応できる。 

・保護者や地域、関
係機関等との信頼
関係を築き、適切に
外部人材を活用し
た学校経営ができ
る。 

外部との 
連携・折衝力 

・課題に応じて保護者や地域、
関係機関と連携を図り、学年
主任の助言に基づいて、解決
に向けて取り組むことができ
る。 
・保護者会等の進め方を理解
し、保護者に伝える内容を整
理するとともに、信頼関係を構
築することができる。 

・保護者・地域・関係機関と協
働し、課題を解決することが
できる。 
・学校からの情報発信や広報、
外部からの情報収集を適切に
行うことができる。 

・関係機関等に対し学校の考
えを明確に示すとともに、情報
収集を適切に行うなどして、円
滑な関係を築くことができる。 
・保護者・地域・関係機関と協
働し、教育活動をより高いも
のにできる。 

・保護者・地域・関係機関からの苦情や要請に対して、円
滑かつ迅速な対応を図ることができる。 

 
人材 
育成力 

・校長と共に授業観
察等を積極的に行
い、全教職員の適
性や能力を把握し、
個々の職員に合った
人材発掘と人材育
成ができる。 

・人事考課制度を有
効に活用し、教員の
能力開発を行うとと
もに、副校長や管理
職候補者等の人材
発掘と人材育成が
できる。 

・模範授業及び公開授業を
実施し、教科等の指導技術
を普及することができる。 

・外部への情報発信や広
報について、管理職と連
携して、ねらいに基づいた
計画を立て、実施すること
ができる。 

学校運営力・ 
組織貢献力 

・組織の一員として校務に積極
的に参画できる。 
・上司や先輩へ適切に報告・連
絡・相談するなど、円滑なコミュ
ニケーションを図り校務を遂行
できる。 

・担当する校務分掌についての
企画・立案や改善策を提案
できる。 
・上司や同僚とコミュニケーショ
ンを図りながら、円滑に校務
を遂行できる。 

・主幹教諭を補佐し、職務を
遂行するともに、担当する校
務分掌の職務について、教諭
等に指導・助言ができる。 
・学校の課題を捉え、校長・副
校長や主幹教諭に対応策等
について提案できる。 

・各会議や校務を遂行する場において、校長の経営方針
を周知徹底し、学校運営を行うことができる。 

 

教育者 
としての 
高い 
見識 

・研修や自己啓発を
通して、学校の危機
管理、学校マネジメ
ントや経営哲学等を
学び、実践すること
ができる。 

・教育に対する地域、
保護者等都民の期
待や保護者のニーズ
を把握し、高い見識
や教育理念に基づ
いた学校経営を行
い、期待に応えるこ
とができる。 

・教科指導力向上に必要な研
修や校内研究等の企画を提
案し、実施できる。 

 
 

・校務分掌全体の進行管
理や分掌間の調整をする
とともに、管理職と十分協
議して学校運営をすること
ができる。 

 

   

教育課題に関する
対応力 

・教育課題に関わる法的な位置
付けや学習指導要領の記述を
確認するなどして課題に対する
知見をもち、主体的に対応する
ことができる。 

・教育課題についての理解を
深め、主任教諭を補佐し、分
掌組織の一員として、課題解
決のために貢献できる。 

・教育課題に関する校務分掌で
の重要な役割を担い、主幹教
諭を補佐するとともに、同僚や
若手教員に対して適切な助言
ができる。 

・教育課題について高い専門性と優れた指導力を身に付
け、学校組織における中心的な役割を担うとともに、管
理職を補佐し、教員の対応力向上に関して適切に指
導・助言できる。 

  ・教育課題についての高い見識をもち、自校の教育目標
の実現に向けて適切に対応することができる。解決に向
けた目標設定を行い、的確に役割指示と組織編制を行
い、見通しをもって進行管理及び評価・改善することがで
きる。 

 

東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標 

 

教育管理職候補者 

○副校長として必要な学校運営
ができる力を身に付ける。 

○自校の課題について、管理職
の視点から解決策を立案でき
る。 

  

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

学校 
経営力 

・学校経営方針
に基づき、担当し
た分掌における
課題について解
決策を提案し、
教職員を支援・
指導して課題を
解決できる。 

 

外部 
折衝力 

・学校に対する保
護者等からの要
望や苦情に副校
長 と共 に対応
し、解決すること
ができる。 

 

人材 
育成力 

・学校の課題解
決に向けて、研
修等について管
理職に提案し、
教職員を指導・
育成することがで
きる。 

 

教育者
としての
高い見
識 

・東京都教育委
員会及び所属す
る区市町村教
育委員会の教
育目標や教育
施策について学
び、日頃の教育
実践に生かして
いる。 

   

教育 

課題に

関する 

対応力 

・教育課題についての
正しい認識に基づき、
自校の問題点に気付
き、管理職に解決策
を提案し、課題解決
に向けた進行管理を
行うことができる。 

 



 

 

   
 
 
 
 

養護教諭 

  

教育管理職 

成長段階 

養護教諭 主任養護教諭 
主幹教諭（養護） 

求められる
能力や役割 

副校長 校長 
基礎形成期 伸長期 充実期 

１～３年目 ４年目～ ９年目～ 11 年目～ ○学校経営の視点で、

組織目標の達成や人

的管理ができる力を

身に付けるとともに、

所属職員の人材育成

について責任をもつ。 

○教育者として高い見識

をもち、広い視野で学

校経営ができる力を身

に付けるとともに、副校

長等の人材育成につい

て責任をもつ。 

求められる 
能力や役割 

○養護教諭としての基礎的な力
を身に付ける。 

○教職への使命感、教育公務
員としての自覚を身に付ける。 

○知識や経験に基づく実践力を
高め、初任者等に助言する。 

○主任教諭等を補佐し、分掌
組織の一員として貢献する。 

○校務分掌などにおける学校運営
上の重要な役割を担当する。 

○同僚や若手教員への指導的役
割を担う。 

○学校運営組織における中心的な役割を
担う。 

○管理職を補佐し、教員を育成する。 

 

    

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

学習指導力、

保健管理に関

する力 

・学習指導要領の趣旨を踏まえ、児童・生徒理解に基づき、学級
担任等と連携し、養護教諭の専門性を生かした保健教育ができ
る。 
・児童・生徒の健康状況を把握し、救急処置、健康診断、疾病予
防などの保健管理を適切に行うことができる。 

・教諭等の指導上の課題を捉え、助
言・提案等ができる。 
・児童・生徒の健康状況を把握し、保
健管理を適切に行い、実態や課題を
捉えて解決策を提案することができ
る。 

・年間授業計画の実施状況を把握し、
学年主任や教科主任に指導・助言で
きる。 
・学校全体の年間授業計画や授業改
善推進プラン、個別指導計画、評価計
画等を作成することができる。 

 

 

 

  

 

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

 
 
学校 
経営力 

・校長の経営方針を踏
まえ、学校が組織とし
て機能するよう、全教
職員を適材適所に配
置して、課題を解決で
きる。 

・学校経営目標達成の
ため、学校経営上の課
題を早期に把握し、課
題解決のため、組織的
に学校改革を推進する
ことができる。 

生活指導力・
進路指導力 

・健康相談や心身の健康観察、
情報収集を教職員と連携して
行いながら、児童・生徒理解を
深めることができる。 
・児童・生徒と信頼関係を構築
し、生活指導上の問題に直面
した際、他の教員に相談しなが
ら解決できる。 

・校内支援体制の充実及び関
係機関との連携を図りながら、
個別の保健指導や健康相談
を行うことができる。 
・学年や学級の生活指導上の
問題について、共に対応した
り、効果的な指導方法につい
て助言したりできる。 

・若手教員が抱える課題に気付き、
解決に向け指導・助言することがで
きる。 
・児童・生徒に自己有用感をもたせ
ることができる。 
・自校の課題について、解決策を提
案することができる。 

・児童・生徒の観察や他の教員からの情
報収集に基づき、自校の生活指導・進
路指導の課題を捉え、管理職と連携し
て、改善策を提案し、実行することがで
きる。 
・指導方針や指導方法の徹底に向け主
任教諭等への指示や連絡・調整を行う
ことができる。 
・児童・生徒の個性や能力を把握し、自
己実現に向けた生活指導・進路指導
の計画・実施を行うことができる。 

 

 

 
 
 

 

外部 
折衝力 

・保護者や地域、関係
機関の意見や要望を
的確に把握し、外部
人材活用や関係諸機
関との連携を積極的
に進めて、校長の助
言を受け、適切に対
応できる。 

・保護者や地域、関係
機関等との信頼関係を
築き、適切に外部人材
を活用した学校経営が
できる。 

外部との 
連携・折衝力 

・課題に応じて保護者や地域、
関係機関と連携を図り、上司
や先輩の助言に基づいて、解
決に向けて取り組むことができ
る。 
・健康課題の解決及び健康の
保持増進について、学級担
任、保護者、関係機関等と取
り組むことができる。 

・課題に応じて保護者や地域、
関係機関と協働し、他の教員
と連携しながら、課題解決する
ことができる。 
・健康課題の解決及び健康の
保持増進について、学級担
任、保護者、関係機関等と連
携して取り組むことができる。 

・関係機関等に対し学校の考えを
明確に示すとともに、情報収集を
適切に行うなどして、円滑な関係を
築くことができる。 
・保護者・地域・関係機関と協働
し、教育活動をより高いものにでき
る。 

・保護者・地域・関係機関からの苦情や
要請に対して、円滑かつ迅速な対応を
図ることができる。 
・外部への情報発信や広報について、管
理職と連携して、ねらいに基づいた計画
を立て、実施することができる。 

  
 
 
人材 
育成力 

・校長と共に授業観察
等を積極的に行い、
全教職員の適性や能
力を把握し、個々の
職員に合った人材発
掘と人材育成ができ
る。 

・人事考課制度を有効
に活用し、教員の能力
開発を行うとともに、副
校長や管理職候補者
等の人材発掘と人材
育成ができる。 

 

学校運営力・ 
組織貢献力 

・保健室経営案の作成及び適
切な保健室経営、保健組織
活動を行うことができる。 
・学校保健計画の策定など、組
織の一員として校務に積極的
に参画できる。 
・上司や先輩へ適切に報告・連
絡・相談するなど、円滑なコミュ
ニケーションを図り校務を遂行で
きる。 

・学校の健康課題を踏まえて、
保健室経営案の作成及び適
切な保健室経営、保健組織
活動を行うことができる。 
・学校保健計画の策定など、担
当する校務分掌についての企
画・立案や改善策を提案でき
る。 
・上司や同僚とコミュニケーション
を図りながら、円滑に校務を遂
行できる。 

・学校の健康課題を解決するため
に、保健室経営案を作成し、適切
な保健室経営、保健組織活動を
行うことができる。 
・主幹教諭を補佐し、職務を遂行す
るとともに、学校保健計画の策定な
ど担当する校務分掌の職務につい
て、教諭等に指導・助言ができる。 
・学校の課題を捉え、校長・副校長
や主幹教諭に対応策等について提
案できる。 

・各会議や校務を遂行する場において、
校長の経営方針を周知徹底し、学校
運営を行うことができる。 
・校務分掌全体の進行管理や分掌間の
調整をするとともに、管理職と十分協議
して学校運営をすることができる。 

  
 
教育者 
と し て 
の高い 
見識 

・研修や自己啓発を通
して、学校の危機管
理、学校マネジメント
や経営哲学等を学
び、実践することができ
る。 

・教育に対する地域、保
護者等都民の期待や
保護者のニーズを把握
し、高い見識や教育理
念に基づいた学校経営
を行い、期待に応える
ことができる。 

       

教育課題に関する
対応力 

・教育課題に関わる法的な位置
付けや学習指導要領の記述を
確認するなどして課題に対する
知見をもち、主体的に対応する
ことができる。 

・教育課題についての理解を深
め、主任教諭等を補佐し、分
掌組織の一員として、課題解決
のために貢献できる。 

・教育課題に関する校務分掌での重
要な役割を担い、主幹教諭を補佐す
るとともに、同僚や若手教員に対して
適切な助言ができる。 

・教育課題について高い専門性と優れた
指導力を身に付け、学校組織における
中心的な役割を担うとともに、管理職を
補佐し、教員の対応力向上に関して適
切に指導・助言できる。 

  ・教育課題についての高い見識をもち、自校の教育目標の実現に
向けて適切に対応することができる。解決に向けた目標設定を行
い、的確に役割指示と組織編制を行い、見通しをもって進行管理
及び評価・改善することができる。 

東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標（養護教諭） 

 

 

教育管理職候補者 

○副校長として必要な学校運営が
できる力を身に付ける。 

○自校の課題について、管理職の
視点から解決策を立案できる。 

 
  

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

学校 
経営力 

・学校経営方針に
基づき、担当した
分掌における課題
について解決策を
提案し、教職員を
支援・指導して課
題を解決できる。 

外部 
折衝力 

・学校に対する保護
者等からの要望や
苦情に副校長と共
に対応し、解決す
ることができる。 

人材 
育成力 

・学校の課題解決
に向けて、研修等
について管理職に
提案し、教職員を
指導・育成すること
ができる。 

教育者 
と し て 
の高い
見識 

・東京都教育委員
会及び所属する区
市町村教育委員
会の教育目標や
教育施策について
学び、日頃の教育
実践に生かしてい
る。 

 
   

教育課題

に関する 

対応力 

・教育課題についての
正しい認識に基づき、
自校の問題点に気付
き、管理職に解決策を
提案し、課題解決に
向けた進行管理を行
うことができる。 

 

 



 

 

 
  
 
 
 
 

栄養教諭 

  

教育管理職 

 

成長段階 
 

栄養教諭 主任栄養教諭 
主幹教諭（栄養） 

求められる
能力や役割 

副校長 校長 
基礎形成期・伸長期 充実期 

１年目～ ３年目～ ５年目～ ○学校経営の視点で、
組織目標の達成や
人的管理ができる力
を身に付けるととも
に、所属職員の人材
育成について責任を
もつ。 

○教育者として高い見
識をもち、広い視野で
学校経営ができる力
を身に付けるとともに、
副校長等の人材育成
について責任をもつ。 

求められる 
能力や役割 

○教職への使命感、教育公務員としての自覚を身に
付ける。 

○同僚や若手教員、地区内の食育リーダー等への指
導的役割を担う。 

○学校栄養職員としての知識や経験に基づく実践力
を高めつつ、主任教諭等を補佐し、分掌組織の一
員として貢献する。 

○校務分掌などにおける学校運営上の重
要な役割を担当する。 

○同僚や若手教員、地区内の栄養教諭及
び食育リーダー等への指導的役割を担
い、課題に対する解決策等を提案するこ
とができる。 

○学校運営組織における中心的な役割
を担う。 

○管理職を補佐し、教員を育成する。 

 

   

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

学習指導力・

学校給食の管

理に関する力      

・地区における食育推進に取り組み、同僚、食育リーダ
ー、関係機関等と円滑な連携を図ることができる。 
・学習指導要領の趣旨を踏まえ、児童・生徒理解に基づ
き、学級担任等と連携を図りながら、食に関する指導を
進めるとともに､地区内の食育リーダー等からの相談に的
確に応じることができる。 
・学校給食の意義及び背景を理解し、専門的な知識・
技能を活用しながら、学校給食の管理を行うことができ
る。 

・専門的な知識・技能を活用し、地区における
食育推進の意義及び背景を理解した上で、
地区内の状況を把握及び管理することがで
きる。 
・地区内の栄養教諭への助言や支援及び食
育リーダー等への支援を行うとともに、課題に
対する解決策を提案することができる。 
・若手教員の指導上の課題を捉え、助言・提
案等をすることができる。 

・年間授業計画の実施状況を把握し、
学年主任や教科主任に指導・助言で
きる。 
・学校全体の年間授業計画や授業改
善推進プラン、個別指導計画、評価計
画等を作成することができる。 

 

 

 

  

 

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

学校 
経営力 

・校長の経営方針を踏
まえ、学校が組織として
機能するよう、全教職
員を適材適所に配置
して、課題を解決でき
る。 

・学校経営目標達成の
ため、学校経営上の課
題を早期に把握し、課
題解決のため、組織的
に学校改革を推進する
ことができる。 

生活指導力・ 
進路指導力 

・食に関する健康課題について専門知識を有し、個々の
状況に応じて、教職員へ周知を図るとともに、的確な対
応ができる。 
・食に関して特別の配慮を必要とする児童・生徒に対し、
校内支援体制の充実及び関係機関との連携を図りな
がら、個別的な指導を行うことができる。 
・生活指導上の問題について、学級担任や養護教諭等
と連携して対応できる。 

・若手教員が抱える課題に気付き、解決に向
け指導・助言することができる。 
・児童・生徒に自己有用感をもたせることがで
きる。 
・自校の課題について、解決策を提案すること
ができる。 

・児童・生徒の観察や他の教員からの情
報収集に基づき、自校の生活指導・進
路指導の課題を捉え、管理職と連携し
て、改善策を提案し、実行することがで
きる。 
・指導方針や指導方法の徹底に向け主
任教諭等への指示や連絡・調整を行う
ことができる。 
・児童・生徒の個性や能力を把握し、自
己実現に向けた生活指導・進路指導
の計画・実施を行うことができる。 

 

 

 
 
 
 
外部 
折衝力 

・保護者や地域、関係
機関の意見や要望を
的確に把握し、外部
人材活用や関係諸機
関との連携を積極的に
進めて、校長の助言を
受け、適切に対応でき
る。 

・保護者や地域、関係
機関等との信頼関係を
築き、適切に外部人材
を活用した学校経営が
できる。 

外部との 
連携・折衝力 

・課題に応じて保護者や地域、関係機関と協働し、他の
教員と連携しながら、課題を解決することができる。 
・学校からの情報発信や広報、外部からの情報収集を適
切に行うことができる。 

・関係機関等に対し学校の考えを明確に示す
とともに、情報収集を適切に行うなどして、円
滑な関係を築くことができる。 
・保護者・地域・関係機関と協働し、教育活
動をより高いものにできる。 

・保護者・地域・関係機関からの苦情や
要請に対して、円滑かつ迅速な対応を
図ることができる。 
・外部への情報発信や広報について、管
理職と連携して、ねらいに基づいた計画
を立て、実施することができる。 

  
 
人材 
育成力 

・校長と共に授業観察
等を積極的に行い、全
教職員の適性や能力
を把握し、個々の職員
に合った人材発掘と人
材育成ができる。 

・人事考課制度を有効
に活用し、教員の能力
開発を行うとともに、副
校長や管理職候補者
等の人材発掘と人材
育成ができる。 

 

学校運営力・ 
組織貢献力 

・食に関する指導の全体計画の策定など、担当する校務
分掌についての企画・立案や改善策を提案できる。 
・上司や同僚とコミュニケーションを図りながら、円滑に校
務を遂行できる。 

・主幹教諭を補佐し、職務を遂行するととも
に、担当する校務分掌の職務について、教
諭等に指導・助言ができる。 
・学校の課題を捉え、校長・副校長や主幹教
諭に対応策等について提案できる。 

・各会議や校務を遂行する場において、
校長の経営方針を周知徹底し、学校
運営を行うことができる。 
・校務分掌全体の進行管理や分掌間の
調整をするとともに、管理職と十分協議
して学校運営をすることができる。 

  
 
教育者 
として 
の高い 
見識 

・研修や自己啓発を通
して、学校の危機管
理、学校マネジメント
や経営哲学等を学
び、実践することができ
る。 

・教育に対する地域、保
護者等都民の期待や
保護者のニーズを把握
し、高い見識や教育理
念に基づいた学校経営
を行い、期待に応える
ことができる。 

       

教育課題に関する
対応力 

・教育課題についての理解を深め、主任教諭等を補佐
し、分掌組織の一員として、課題解決のために貢献でき
る。 

 

・教育課題に関する校務分掌での重要な役割を
担い、主幹教諭を補佐するとともに、同僚や若
手教員に対して適切な助言ができる。 

・教育課題について高い専門性と優れた
指導力を身に付け、学校組織における
中心的な役割を担うとともに、管理職を
補佐し、教員の対応力向上に関して適
切に指導・助言できる。 

  ・教育課題についての高い見識をもち、自校の教育目標の実現に
向けて適切に対応することができる。解決に向けた目標設定を行
い、的確に役割指示と組織編制を行い、見通しをもって進行管理
及び評価・改善することができる。 

 

教育管理職候補者 

○副校長として必要な学校運営が
できる力を身に付ける。 

○自校の課題について、管理職の
視点から解決策を立案できる。 

  

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

学校 
経営力 

・学校経営方針に
基づき、担当した
分掌における課題
について解決策を
提案し、教職員を
支援・指導して課
題を解決できる。 

 
 

外部 
折衝力 

・学校に対する保護
者等からの要望や
苦情に副校長と共
に対応し、解決す
ることができる。 

 

人材 
育成力 

・学校の課題解決
に向けて、研修等
について管理職に
提案し、教職員を
指導・育成すること
ができる。 

 

教育者 
と し て 
の高い
見識 

・東京都教育委員
会及び所属する区
市町村教育委員
会の教育目標や
教育施策について
学び、日頃の教育
実践に生かしてい
る。 

   

教育課題

に関する 

対応力 

・教育課題についての
正しい認識に基づ
き、自校の問題点に
気付き、管理職に解
決策を提案し、課題
解決に向けた進行管
理を行うことができ
る。 

 

東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標（栄養教諭） 

※東京都においては、学校栄養職員として所定の期間を経たものが、栄養教諭の切替選考を受験できる。 



  
 
 
 
 

教諭 教育管理職 

 

成長段階 
 

教諭・養護教諭 主任教諭・主任養護教諭 
指導教諭 

主幹教諭 
主幹教諭(養護) 

＊主幹教諭(栄養)  教育管理職候補者 

求められる
能力や役割 

副校長 
（統括指導主事等 

を含む） 
校長 基礎形成期 伸長期 充実期 

１～３年目 ４年目～ ９年目～ 11 年目～(＊5年目～）  

求められる 
能力や役割 

○教員（養護教諭）としての基
礎的な力を身に付ける。 

○教職への使命感、教育公務員
としての自覚を身に付ける。 

○知識や経験に基づく実践力を
高め、初任者等に助言する。 

○主任教諭を補佐し、分掌組織
の一員として貢献する。 

○校務分掌などにおける学校運営上
の重要な役割を担当する。 

○同僚や若手教員への指導的役割
を担う。 

○高い専門性と優れ
た指導力を身に付
け、都公立学校
教員全体の授業
力の向上を図る。 

○学校運営組織に
おける中心的な役
割を担う。 

○管理職を補佐し、

教員を育成する。 

 

○副校長として必要な学校運営ができる力

を身に付ける。 

○自校の課題について、管理職の視点から

解決策を立案できる。 

○学校経営の視点で、組
織目標の達成や人的管
理ができる力を身に付け
るとともに、所属職員の
人材育成について責任
をもつ。 

○教育者として高い見識を
もち、広い視野で学校経
営ができる力を身に付け
るとともに、副校長等の人
材育成について責任をも
つ。 栄養教諭（1年目～） 

○教職への使命感、教育公務員としての自覚を身に付ける。 
○同僚や若手教員、地区内の食育リーダー等への指導的役割を担う。 
○学校栄養職員としての知識や経験に基づく実践力を高めつつ、主任
教諭等を補佐し、分掌組織の一員として貢献する。 

主任栄養教諭（3年目～） 
○校務分掌などにおける学校運営上
の重要な役割を担当する。 

○同僚や若手教員、地区内の栄養
教諭及び食育リーダー等への指導
的役割を担い、課題に対する解決
策等を提案することができる。 

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修 

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

学習指導力・

(養護教諭：

保健管理に関

する力)、(栄養

教諭：学校給

食の管理に関

する力)      

・都立学校若手教員育成研修 

・新規採用者(養護教諭・栄養教

諭・幼稚園教諭)研修 

・新規採用者(実習助手・寄宿舎

指導員)研修 

・専門性向上研修Ⅰ(教科等)※ 

・専門性向上研修(学級経営(学

習指導)) 

・英語力向上研修(ONEDAY・基礎) 

・英語力 UP 研修 

・専門性向上研修Ⅰ(教科等)※ 

・専門性向上研修(学級経営(学

習指導)) 

・英語力向上研修(ONEDAY・基礎) 

・英語力 UP 研修 

・東京教師道場（部員） 

・公立学校主任教諭任用前研修 

・公立学校主任教諭任用時研修 

・専門性向上研修Ⅱ(教科等)※ 

・英語力向上研修(ONEDAY・応用) 

・英語力 UP 研修 

・東京教師道場（部員・リーダー） 

・都立学校中堅教諭等資質向上研修Ⅰ 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・専門性向上研修Ⅲ(教科等)※ 
・公立学校主幹教諭任用時研修 
・公立学校主幹教諭スキルアップ研修 
・公立学校指導教諭任用時研修 
・東京教師道場（リーダー） 
・公立学校教務主任研修(教務) 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B養成講座 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

学校 
経営力 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修

(A1 年次～4年次、B

研修Ⅰ・Ⅱ、C研修) 

・教職大学院派遣研修 

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力 

     

学校 
経営力 

・都立学校副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・都立学校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・人事考課評価者訓練講

師養成研修 

・公立学校校長職候補者

研修 

生活指導力・
進路指導力 

・都立学校若手教員育成研修 

・新規採用者(養護教諭・栄養教

諭・幼稚園教諭)研修 

・新規採用者(実習助手・寄宿舎

指導員)研修 

・専門性向上研修(学級経営(生

活指導・進路指導)) 

・専門性向上研修(学級経営(生

活指導・進路指導)) 

・公立学校主任教諭任用前研修 

・公立学校主任教諭任用時研修 

・都立学校中堅教諭等資質向上研修Ⅰ 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・公立学校主幹教諭任用時研修 
・公立学校主幹教諭スキルアップ研修 
・公立学校指導教諭任用時研修 
・公立学校(生活指導・進路指導)主任研修 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B養成講座 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 
・東京都教員研究生 

外部 
折衝力 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修

(A1 年次～4年次、B

研修Ⅰ・Ⅱ、C研修)  

・教職大学院派遣研修 

外部 
折衝力 

・都立学校副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

 

・都立学校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・人事考課評価者訓練講

師養成研修 

・公立学校校長職候補者

研修 

外部との連
携・折衝力 

・都立学校若手教員育成研修 

・新規採用者(養護教諭・栄養教

諭・幼稚園教諭)研修 

・新規採用者(実習助手・寄宿舎

指導員)研修 

・専門性向上研修(学校教育相

談)、(学級経営(保護者対応)) 

・専門性向上研修(学校教育相

談)、(学級経営(保護者対応))  

・公立学校主任教諭任用前研修 

・公立学校主任教諭任用時研修 

・都立学校中堅教諭等資質向上研修Ⅰ 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・公立学校主幹教諭任用時研修 
・公立学校主幹教諭スキルアップ研修 
・公立学校指導教諭任用時研修 
・公立学校(教務・生活指導、進路指導)主任研修 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B養成講座 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

人材 
育成力 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修

(A1 年次～4年次、B

研修Ⅰ・Ⅱ、C研修)  

・教職大学院派遣研修 

人材 
育成力 

・都立学校副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・都立学校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・人事考課評価者訓練講

師養成研修 

・公立学校校長職候補者

研修 

学校運営力・ 
組織貢献力 

・都立学校若手教員育成研修 

・新規採用者(養護教諭・栄養教

諭・幼稚園教諭)研修 

・新規採用者(実習助手・寄宿舎

指導員)研修 

・専門性向上研修(学級経営(チ

ーム学校)) 

・専門性向上研修(学級経営(チ

ーム学校)) 

・公立学校主任教諭任用前研修 

・公立学校主任教諭任用時研修 

・都立学校中堅教諭等資質向上研修Ⅰ 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・公立学校主幹教諭任用時研修 
・公立学校主幹教諭スキルアップ研修 
・公立学校指導教諭任用時研修 
・公立学校(教務・生活指導、進路指導)主任研修 
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B養成講座 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

教育者
と し て
の高い
見識 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修

(A1 年次～4年次、B

研修Ⅰ・Ⅱ、C研修)  

・教職大学院派遣研修 

教育者
と し て
の高い
見識 

・都立学校副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・都立学校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・人事考課評価者訓練講

師養成研修 

・公立学校校長職候補者

研修 

教育課題に 
関する対応力 

・若手教員育成研修 

・新規採用者(養護教諭・栄養教

諭・幼稚園教諭)研修 

・新規採用者(実習助手・寄宿舎

指導員)研修 

・専門性向上研(教育課題) ※ 

・専門性向上研(教育課題) ※ ・専門性向上研(教育課題) ※ 

・公立学校主任教諭任用前研修 

・公立学校主任教諭任用前研修 

・都立学校主任教諭任用時研修 

・都立学校中堅教諭等資質向上研修Ⅰ・Ⅱ 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

・専門性向上研(教育課題) ※ 
・公立学校主幹教諭任用時研修 
・公立学校主幹教諭スキルアップ研修 
・公立学校指導教諭任用時研修 
・公立学校主任研修(教務・生活指導、進路指導)  
・教育行政研修 
・教育管理職候補者 B養成講座 

・大学院派遣研修、教職大学院派遣研修 

・東京都教員研究生 

教育課題に
関する対応力 

・指導主事任用時研修 

・教育管理職候補者研修

(A1 年次～4年次、B

研修Ⅰ・Ⅱ、C研修)  

・教職大学院派遣研修 
教育課題に 
関する対応力 

・都立学校副校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・統括指導主事研修 

・都立学校長研修 

・人事考課評価者訓練 

・人事考課評価者訓練講

師養成研修 

・公立学校校長職候補者

研修 

※ 別紙 「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標」に応じた東京都教職員研修センターの令和４年度専門性向上研修一覧 
★この一覧に掲載されている研修を受講し、修了した場合、研修履歴に登載をします。（一部を除く。） 

「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標」に応じた東京都教職員研修センターの令和４年度研修一覧 

 



 
 
 
 

★この一覧に掲載されている研修を受講し、修了した場合、研修履歴に登載をします。 
 

教諭 

 

成長段階 
 

教諭・養護教諭・栄養教諭 主任教諭・主任養護教諭・主任栄養教諭 
指導教諭 

主幹教諭 
主幹教諭(養護) 

＊主幹教諭(栄養) 基礎形成期 伸長期 充実期 

１～３年目 ４年目～ ９年目～ 11 年目～(＊5年目～） 

求められる 
能力や役割 

○教員としての基礎的な力を身に付ける。 
○教職への使命感、教育公務員としての自覚を身に付ける。 

○知識や経験に基づく実践力を高め、初任者等に助言する。 
○主任教諭を補佐し、分掌組織の一員として貢献する。 

○校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割を担当する。 
○同僚や若手教員への指導的役割を担う。 

○高い専門性と優れた指導力を身
に付け、都公立学校教員全体
の授業力の向上を図る。 

○学校運営組織における中心的
な役割を担う。 

○管理職を補佐し、教員を育成す
る。 ＊栄養教諭（1年目～） 

○教職への使命感、教育公務員としての自覚を身に付ける。 
○同僚や若手教員、地区内の食育リーダー等への指導的役割を担う。 
○学校栄養職員としての知識や経験に基づく実践力を高めつつ、主任教諭等を補佐し、分掌組織の一員として貢献する。 

＊主任栄養教諭（3 年目～） 
○校務分掌などにおける学校運営上の重要な役割を担当する。 
○同僚や若手教員、地区内の栄養教諭及び食育リーダー等への指
導的役割を担い、課題に対する解決策等を提案することができ
る。 

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
修 

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力 

学習指導力     

国語Ⅰ 

社会Ⅰ 地理歴史Ⅰ 公民Ⅰ 

算数Ⅰ 数学Ⅰ 

理科Ⅰ 

生活・総合的な学習の時間Ⅰ 総合的な学習の時間Ⅰ・総合的な探究の時間Ⅰ 

音楽Ⅰ 

図画工作Ⅰ 美術Ⅰ 図画工作・美術Ⅰ 

体育Ⅰ 保健体育Ⅰ 

家庭Ⅰ 技術Ⅰ 

小学校英語入門 英語Ⅰ 

道徳Ⅰ 

特別活動Ⅰ 

農業Ⅰ 工業Ⅰ ビジネス・商業Ⅰ 情報Ⅰ 

学級経営（学習指導） 

国語Ⅱ 

社会Ⅱ 公民Ⅱ 

算数Ⅱ 数学Ⅱ 

理科Ⅱ 

音楽Ⅱ 

体育・保健体育Ⅱ 

家庭Ⅱ 

英語Ⅱ 

工業Ⅱ 情報Ⅱ 

国語Ⅲ 

社会・地理歴史・公民Ⅲ 

数学Ⅲ 

理科Ⅲ 

音楽Ⅲ 

図画工作・美術Ⅲ 

英語還元 

英語 ONE DAY 

英語コミュニケーション 

英語力 UP 講座 

生活指導力・
進路指導力 

生活指導 

学級経営（生活指導・進路指導） 

  

外部との連
携・折衝力 

学校教育相談 

学級経営（保護者対応） 

学校教育相談  

学校運営力・ 
組織貢献力 

学級経営（チーム学校）   

教育課題に 
関する対応力 

専門教科における「情報Ⅰ」代替科目担当者向け情報教育 国際理解教育 日本の伝統・文化教育 プログラミング教育 デジタル機器活用 情報モラル教育 キャリア教育 

人権教育 防災教育 生き物飼育 健康教育・保健室経営 健康教育 国際バカロレア 読書活動 島しょ・へき地等教育 日本語指導 特別支援教育 現代教育課題 

一人１台端末を効果的に活用するための指導法 学力調査の結果を活用した組織的な授業改善の推進 小中高一貫教育理解推進 新聞を活用した活動 

オリンピック・パラリンピック教育 スタートカリキュラム 幼稚園教育理解推進事業 

「東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標」に応じた東京都教職員研修センターの令和４年度専門性向上研修一覧 


